
サービスとしての Cisco Nexus Dashboard
Data Brokerの展開

リリース 3.10.1以降、Cisco Nexus Data Broker (NDB)は Cisco Nexus Dashboard Data Brokerに名
前が変更されました。ただし、GUIおよびインストールフォルダ構造と対応させるため、一
部の NDBのインスタンスがこのドキュメントには残されています。NDB/ Nexus Data Broker/
Nexus Dashboard Data Brokerという記述は、相互に交換可能なものとして用いられています。

この章には、次の詳細が含まれています。

• Cisco Nexus Dashboard Data Brokerアプリケーションを Ciscoアプリケーションセンターか
らダウンロードする（1ページ）

• Cisco APICでのサービスとしての Cisco Nexus Dashboard Data Brokerのインストール （2
ページ）

• Cisco Nexus Dashboardでのサービスとしての Cisco Nexus Dashboard Data Brokerのインス
トール （5ページ）

•注意事項と制約事項（7ページ）
•構成ファイルのバックアップの作成 （8ページ）

Cisco Nexus Dashboard Data Brokerアプリケーションを
Ciscoアプリケーションセンターからダウンロードする

Cisco Nexus Dashboard Data Brokerのアプリケーションバンドルをダウンロードするには、こ
の手順に従います。

始める前に

アプリケーションをダウンロードするには、管理者ログイン情報が必要です。

ステップ 1 管理者権限を持つユーザーとして GUIにログインします。
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管理者権限がない場合は、Ciscoアプリケーションセンターにログインしてアプリケーションをダウンロー
ドします。

ステップ 2 アプリケーションを選択します。

ステップ 3 作業ペインの右端にある [アプリケーションのダウンロード（Download Applications）]アイコンをクリッ
クします。

新しいウィンドウまたはブラウザタブで Ciscoアプリケーションセンターが開きます。

ステップ 4 検索バーで、Nexus Dashboard Data Brokerを検索します。

ステップ 5 Cisco Nexus Dashboard Data Brokerアプリケーションを選択して、[ダウンロード（Download）]をクリック
します。

ステップ 6 使用許諾契約を確認し、問題が無ければ [同意してダウンロード（Agree and download）]をクリックしま
す。

Cisco Nexus Dashboard Data Brokerがローカルマシンにダウンロードされます。

または、ダウンロードしたアプリを HTTPサーバーに移動することもできます。これはオプションです。

次のタスク

Cisco APIC/Nexus Dashboardに Nexus Dashboard Data Brokerアプリをインストールします。

Cisco APICでのサービスとしての Cisco Nexus Dashboard
Data Brokerのインストール

次のいずれかの方法を使用して、Cisco Nexus Dashboard Data Brokerをサービスとして Cisco
APICにインストールできます。

•ローカルマシンから Cisco APICに Cisco Nexus Dashboard Data Brokerをサービスとしてイ
ンストールする （2ページ）

•サーバーからCiscoAPICにCiscoNexusDashboardDataBrokerをサービスとしてインストー
ルする （4ページ）

ローカルマシンから Cisco APICに Cisco Nexus Dashboard Data Broker
をサービスとしてインストールする

ローカルマシンから Cisco APICに Cisco Nexus Dashboard Data Brokerをサービスとしてインス
トールするには、次の手順に従います。

Cisco Nexus Dashboard Data Brokerの集中型展開から APICでの展開に移行する場合にも、この
手順を使用できます。
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始める前に

サービスとして Cisco Nexus Dashboard Data Brokerをインストールするには、管理者の資格情
報が必要です。

ステップ 1 管理者権限を持つユーザーとして Cisco APIC GUIにログインします。

ステップ 2 [アプリ（Apps）] タブをクリックします。

ステップ 3 Cisco Nexus Dashboard Data Brokerをサービスとしてローカルマシンから APICに追加するには、[アプリ
ケーションの追加（Add Application）]をクリックします。

ステップ 4 表示される [APICにアプリケーションを追加（Add application to APIC）]ダイアログボックスで、.aci

ファイルのパスを参照して指定します。

ステップ 5 [ロケーション（Location）]は、デフォルトで APICとして選択されています。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

Cisco Nexus Dashboard Data Brokerが APICにインストールされると、[アプリ（Apps）]タブの下に表示
されます。

ステップ 7 緑色の [有効化（Enable）]ボタンをクリックして、APICで Nexus Dashboard Data Brokerを有効にしま
す。

有効にすると、Nexus Dashboard Data Brokerサービスが表示され、青い [開く（Open）]ボタンが表示さ
れます。

ステップ 8 [開く（Open）]をクリックします。

標準の Nexus Dashboard Data Broker GUIが表示されます。数分かかることがあります。

集中型展開から APICでの展開に移行する場合は、手順 9、10、11に進みます。

ステップ 9 NexusDashboardData Broker GUIで、[管理（Administration）] > [バックアップ/復元（Backup/ Restore）]
> [アクション（Actions）] > [ローカルに復元（Restore Locally）]に移動します。

コンフィギュレーションファイルのバックアップ手順については、構成ファイルのバックアップの作成

（8ページ）を参照してください。

アップグレード中にデバイスを再構成するには、構成のアップロード中に [復元（Restore）]オ
プションを選択します（チェックボックスをオンにします）。

（注）

ステップ 10 Cisco APIC GUIで、[アプリ（Apps）]タブに移動します。

ステップ 11 移行を完了するには、Nexus Dashboard Data Brokerアプリを無効にしてから有効にします。
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サーバーから Cisco APICに Cisco Nexus Dashboard Data Brokerをサービ
スとしてインストールする

この手順を使用して、APIC [ダウンロード（Downloads）]タブから Cisco APICのサービスと
して Cisco Nexus Dashboard Data Brokerをインストールします。

始める前に

サービスとして Cisco Nexus Dashboard Data Brokerをインストールするには、管理者の資格情
報が必要です。

ステップ 1 Cisco APICで、[管理（Admin）] > [ダウンロード（Downloads）] > [全般（General）]に移動します。

ステップ 2 [タスク（Task）]アイコン（[ダウンロード（Downloads）]作業ペインの右端）をクリックし、[APICに
ファイルを追加する（Add File to APIC）]を選択します。

[ファイルを APICへ追加（Add File to APIC）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [ダウンロード名（Download Name）]フィールドにダウンロードファイルの名前を入力します。

ステップ 4 [プロトコル（Protocol）]フィールドで、[安全なコピー（Secure Copy）]または [HTTP]を選択します。

NexusDashboardDataBrokerファイルがHTTPを使用してファイルサーバーにダウンロードされた場合は、
[セキュアコピー（Secure Copy）]を選択します。

ステップ 5 [URL]フィールドに、イメージの場所へのパスを入力します。

ステップ 6 [ユーザー名（Username）]および [パスワード（Password）]フィールドに、ユーザー名とパスワードを入
力します。

デフォルトの [認証タイプ（ Authenticaton Type）]は [パスワードを使用（Use Password）]です。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

次のタスク

Cisco Nexus Dashboard Data Brokerが APICにインストールされると、[アプリ（Apps）]タブの
下に表示されます。緑色の [有効化（Enable）]ボタンをクリックして、APICで Cisco Nexus
Dashboard Data Brokerを有効にします。有効にすると、Cisco Nexus Dashboard Data Brokerが表
示され、青い [開く（Open）]ボタンが表示されます。[開く（Open）]をクリックして、標準
の Cisco Nexusダッシュボードデータブローカー GUIを取得します。
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Cisco Nexus Dashboardでのサービスとしての Cisco Nexus
Dashboard Data Brokerのインストール

この手順を使用して、Cisco Nexus Dashboard（ND）に Cisco Nexus Dashboard Data Brokerをイ
ンストールして有効にします。

Cisco Nexusダッシュボードデータブローカの集中型展開から NDでの展開に移行する場合に
も、この手順を使用できます。

データブローカをpND/vNDに展開する際に必要なクラスタサイズの詳細については、キャパ
シティプランニングツールを参照してください。

Nexus Dashboard Data Brokerは、他の Nexus Dashboardサービスと共同でホストすること
はできません。Nexus Dashboard Data Broker専用の Nexus Dashboardクラスタを必ず展開
してください。

（注）

ステップ 1 Cisco Nexus Dashboardにログインします。

ステップ 2 [サービス（Services）] > [サービスカタログ（Service Catalog）] > [アプリストア（App Store）]に移動
します。

Nexus Dashboard Data Brokerサービスが利用可能です。

ステップ 3 [インストール（Install）]をクリックします。

Data Brokerサービスをリモートサーバーまたはローカルマシンにダウンロードした場合は、 [アクショ
ン（Actions）] > [アプリのアップロード（Upload App）]をクリックします。必要なオプションを選択
し、[インストール（Install）]をクリックします。

ステップ 4 [サービス（Services）]> [サービスカタログ（Service Catalog）]> [インストール済みサービス（Installed
Services）]に移動します。

ステップ 5 [有効化（Enable）]をクリックします。

[Nexus Dashboard Data Brokerを有効にする（Enable Nexus Dashboard Data Broker）]ウィンドウが表
示されます。

ドロップダウンリストから必要な展開プロファイルを選択します。次のオプションがあります。

•小規模

•中規模

•大規模

選択した展開プロファイルのリソース要件が表示されます。

展開プロファイルのリソース要件の詳細は、以下の表に示されています。
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NDBデバイスの数ノードあたりのHDD
（GB）

ノードあたりのメモ

リ（GB単位 RAM）
ノードあたりのコア

数

展開プロファイル

（アプリプロファ

イル）

25*244小規模

50*286中

75*2168大規模

* 54ポートの Nexusスイッチ。

ステップ 6 [開く（Open）]をクリックします。

標準の Nexus Dashboard Data Broker GUIが表示されます。数分かかることがあります。

集中型展開から NDでの展開に移行する場合は、手順 7から 12に進みます。

ステップ 7 scpコマンドと、/home/rescue-userのパスを使用して、tlsKeyStoreおよび tlsTrustStoreファイルを以前の
リリースの構成ディレクトリからいずれかの NDノード（ND-1または node-1など）にコピーします。
Example: scp tlsKeyStore rescue-user@x.x.x.x:/home/rescue-user

ステップ 8 tlsファイルがコピーされた NDノード（node-1または ND-1）に rootユーザーとしてログインします。

ステップ 9 /home/rescue-userに移動し、次のコマンドを実行します。

• kubectl cp tlsKeyStore cisco-ndb/ndbserver-0:/home/app/ndb/configuration

• kubectl cp tlsTrustStore cisco-ndb/ndbserver-0:/home/app/ndb/configuration

• kubectl cp tlsKeyStore cisco-ndb/ndbserver-1:/home/app/ndb/configuration

• kubectl cp tlsTrustStore cisco-ndb/ndbserver-1:/home/app/ndb/configuration

• kubectl cp tlsKeyStore cisco-ndb/ndbserver-2:/home/app/ndb/configuration

• kubectl cp tlsTrustStore cisco-ndb/ndbserver-2:/home/app/ndb/configuration

ステップ 10 NexusDashboardData Broker GUIで、[管理（Administration）] > [バックアップ/復元（Backup/ Restore）]
> [アクション（Actions）] > [ローカルに復元（Restore Locally）]に移動します。

コンフィギュレーションファイルのバックアップ手順については、構成ファイルのバックアップの作成

（8ページ）を参照してください。

アップグレード中にデバイスを再構成するには、構成のアップロード中に [復元（Restore）]オ
プションを選択します（チェックボックスをオンにします）。

（注）

ステップ 11 Cisco ND GUIで、[サービス（Service）]タブに移動します。

ステップ 12 移行を完了するには、Nexus Dashboard Data Brokerアプリを無効にしてから有効にします。
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バックアップされた構成に、サイトとして NDにも接続されている APICがある場合は、APIC
サイトが到達可能であり、Nexus Dashboard Data Brokerが ND経由で APICサイトに接続できる
ように NDに接続されていることを確認します。

（注）

注意事項と制約事項
次に、Cisco APIC/Nexus Dashboardのサービスとしての Cisco Nexus Dashboard Data Brokerのガ
イドラインと制限事項を示します。

• NDDBをアプリとして NDまたは APICにインストールするには、少なくとも 3ノードの
APIC/NDクラスタが必要です。

•個別のログインは必要ありません（シングルサインオン）。Nexus Dashboard Data Broker
GUIに移動します。

•ホスト APICは自動的に検出されるため、再度追加する必要はありません。

Nexus Dashboard Data Brokerサービスがインストールされている APICは自動的に検出さ
れ、Nexus Dashboard Data Brokerサービスが有効になった後、Nexus Dashboard Data Broker
の Span Devices画面に表示されます。
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• Nexus Dashboard Data Brokerサービスを再起動するには、APIC/NDでサービスを [無効
（Disable）]にしてから、再度 [有効（Enable）]にします。NDの場合は、[再起動
（Restart）]オプションを使用することもできます。

• Nexus Dashboard Data Brokerは、ホストの（APIC/ND）RBACを使用します。

• APIC/NDの rootユーザーは、Nexus Dashboard Data Brokerの config.iniファイルを変更で

きます。

•ユーザーは、構成をダウンロードすることで監査ログをダウンロードできます（ローカル
バックアップオプション）。

（APIC上の Nexus Dashboard Data Brokerのみ）Nexus Dashboard Data Brokerのログは、
APICテクニカルサポートログページからダウンロードする必要があります。

•ブラウザと、サービスとして展開されている Nexusダッシュボードデータブローカー間
の TLSは、使用されません。Nexus Dashboard Data Brokerコントローラと NDBデバイス
間の TLSには同じ手順があり、ユーザー（ルート権限を持つ）は、ディレクトリ内のす
べてのコンテナーに tlsファイルをコピーする必要があります。ディレクトリパスは次の
とおりです。

APICの場合 /home/app/local-data/configuration、NDの場合
/home/app/ndb/configuration/。

詳細については、Managing TLSの章（Cisco Nexus Dashboard Data Broker Configuration
Guide）を参照してください。

構成ファイルのバックアップの作成
集中型展開からNDでの展開に移行する前に、この手順を使用して構成ファイルのバックアッ
プを作成します。

ステップ 1 Nexus Dashboard Data Broker GUIにログインします。

ステップ 2 [管理（Administration）] > [バックアップ/復元（Backup/Restore）] > [ローカルに復元（Restore Locally）]
に移動します。

zipファイルのデフォルト名は、configuration_startup.zipになります。

ステップ 3 runndb.sh -stopコマンドを使用して、現在の Nexus Dashboard Data Brokerインスタンスを停止します。

ステップ 4 Nexus Dashboard Data Brokerサーバーと NX-OSスイッチの間で TLS証明書が有効になっている場合は、
tlsTrustStoreおよび tlsKeyStoreファイルを、古い ndb構成ディレクトリから構成ディレクトリのアプリのコ
ンテナにコピーします。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


